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保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金について

１ 目的等

・ 平成29年の地域包括ケア強化法の成立を踏まえ、客観的な指標による評価結果に基づくインセンティブとして、平成30年度より保険者機能強

化推進交付金が創設され、保険者による高齢者の自立支援、重度化防止の取り組みを推進。令和２年度からは、介護保険保険者努力支援交付金

が創設され、介護予防・健康づくり等に資する取組を重点的に評価することにより、これらの取り組みの強化が図られる。

・ 各市町村が行う自立支援・重度化防止の取組に対し、評価指標の達成状況（評価指標の総合得点）に応じ、交付金が交付される。

・ 令和５年度においては、国の行政事業レビューや予算執行調査などの結果を踏まえ、アウトカムに関連するアウトプット・中間アウトカム指標の充

実や、評価指標の縮減など、制度の効率化・重点化を図るための見直しが行われた。

・ 交付金は、国、県、市及び第２号保険料の法定負担割合に加えて、介護保険特別会計に充当し、地域支援事業、市町村特別給付、保健福祉事業な

ど、高齢者の自立支援、重度化防止、介護予防等に必要な事業を充実。

・ 令和6年度国当初予算額として

保険者機能強化推進交付金 ：100億円（都道府県分５億円、 市町村分９５億円） ※R5：150億円

介護保険保険者努力支援交付金：200億円（都道府県分10億円、市町村分190億円）※R5：200億円

２ 令和６年度交付金に係る評価指標該当状況調査結果概要

得点・順位等

種 別 岡崎市／配点 全国平均点 全国中央値

全国順位

（1,741）

中核市

（62）

県内

(54)

交付金額

(千円)

保険者機能強化推進交付金 250点／400点 ２０５．６点 ２０９点 403位 21 位 11 位 24,636

介護保険保険者努力支援交付金 279点／400点 ２１６．７点 ２２２点 139位 ７位 １１位 52,896

合計 ５２９点／８00 点 ４２２．４点 ４２８点 ２２１位 11 位 ８位 77,532

資 料 ２
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3 岡崎市の評価指標該当状況調査の状況

※ 得点が全国平均点を下回ったものは２指標群。保険者機能強化推進交付金＞目標Ⅱ及び目標Ⅲの活動指標群
※ 得点が全国平均点を大きく上回ったもの（平均点の 1.5 倍以上）は２指標群。保険者機能強化推進交付金＞目標Ⅰの活

動指標群及び目標Ⅲの体制・取組指標群
※ 各指標群では、「活動指標群」の得点率が最も低く、全国得点率との比較においても最も差が小さい。

保険者機能強化推進交付金＞目標Ⅱ公平・公正な給付を行う体制の構築＞活動指標群の状況
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保険者機能強化推進交付金＞目標Ⅲ介護人材の確保その他のサービス提供基盤の整備＞活動指標群の状況

保険者機能強化推進交付金＞目標Ⅰ持続可能な地域のあるべき姿＞活動指標群の状況

指標１ 今年度の評価点

保険者機能強化推進交付金・介護保険保険

者努力支援交付金の評価得点が全市町村中

の上位３割となったことによる
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保険者機能強化推進交付金＞目標Ⅲ介護人材の確保その他のサービス提供基盤の整備＞体制・取組指標群の状況

４ まとめ

・ 全国順位は２２１位と全体の上位２割となっていますが、今後団塊の世代が後期高齢者となることから、よりアウトカムを

意識した体制の構築や取組みを行う必要があります。

・ 得点が全国平均点を下回った２つの指標群については、費用対効果や取組方法の見直し・効率化について検討します。

・ 各事業の実施にあたっては、保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金に係る評価指標該当状況調査

の結果も踏まえ、PDCA サイクルに基づく進捗管理を行います。

指標２ 庁内・庁外における連携体制

2021年度より重層的支援体制整備

事業を開始したこと等により、庁内・

庁外における連携体制が確保できて

いることによる


